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2018年 9月 10日 

 

お客様 各位 

  日本ストラタステクノロジー株式会社 

 

元号変更に伴う弊社製品への影響について(第二版) 

 

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上

げます。首題の件につきまして下記の通りご報告申し上げます。 

        敬具 

 

記 

 

1. ご案内 

「天皇の退位等に関する皇室典範特例法」の施行により、平成31年5月1日に元号が「平成」から新

元号に変更されることが政府から発表されました。 

元号変更に伴う弊社製品への影響についてご報告いたします。 

 

2. 元号変更に伴う影響について 

各ストラタス製品について元号変更に伴う影響について下記にまとめました。 

 

ftServer Windowsシステム 

 ftServer Windowsシステムは、Microsoft社のWindowsが稼働しています。稼働している

Windowsへの影響については Microsoft社から公開される情報をご確認ください。 

 Windows上で稼働しているアプリケーションへの影響については各ベンダーにお問い合わ

せください。 

 

ftServer VMWareシステム 

 ftServer VMWareシステムは、VMWare社の ESXiが稼働しています。稼働している ESXi

への影響については VMWare社から公開される情報をご確認ください。 

 仮想マシンにインストールされているオペレーティングシステムやアプリケーションへの影響に

ついては各ベンダーにお問い合わせください。 
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ftServer Red Hat Enterprise Linuxシステム 

 ftServer Linuxシステムは、Red Hat社の Red Hat Enterprise Linuxが稼働しています。稼

働している Red Hat Enterprise Linuxへの影響については Red Hat社から公開される情報

をご確認ください。 

 Red Hat Enterprise Linux 上で稼働しているアプリケーションへの影響については各ベンダ

ーにお問い合わせください。 

 

VOSシステム 

 VOSシステムは和暦を使用していないため、元号変更の影響を受けません。 

 

AUL(Automated Uptime Layer) 

 ftServerにインストールされる AULは和暦を使用していないため、元号変更の影響を受けま

せん。 

AUL: ftServerのドライバやプログラムが含まれるソフトウェアです 

 

BMC/BIOS/VTM 

 BMC/BIOS/VTMは和暦を使用していないため、元号変更の影響を受けません。 

 

ftScalable ストレージアレイ 

 ftScalable ストレージアレイは和暦を使用していないため、元号変更の影響を受けません。 

 

everRun製品(Enterprise/Express) 

 everRun製品は和暦を使用していないため、元号変更の影響を受けません。 

 仮想マシンにインストールされているオペレーティングシステムやアプリケーションへの影響に

ついては各ベンダーにお問い合わせください。 

 

Avance 製品 

 Avance製品は和暦を使用していないため、元号変更の影響を受けません。 

 仮想マシンにインストールされているオペレーティングシステムやアプリケーションへの影響に

ついては各ベンダーにお問い合わせください。 
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3. 関連リンク 

Japan New Era Name Support Blog 

https://blogs.technet.microsoft.com/jperablog/ 

年号や元号の変更は Red Hat Enterprise Linux に影響を及ぼしますか? 

https://access.redhat.com/ja/solutions/2914431 

 

本件についてご質問等ございましたら、保守契約のもと弊社サポート窓口までご連絡ください。 

 

本文書の改訂履歴 

版数 発行日 改訂履歴 

第一版 2018年9月7日 初版発行 

第二版 2018年9月10日 BMC/BIOS/VTMへの影響及びftScalableストレージアレイへの影響

を追加 

 

以上 
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